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( 1 )

の① 与 式 =凸

② 5 式= 6 - 9 × 2

= 6 - 18

= - 12
～m

x t 5 y + 4 ( x - y )
③ 与式 =

8

=

x + 5 yt 4 x - 4 y

8

5 x ty
ニ

8
m

④ 5 式 = 4 xtymm

⑤ 5 式 = 2 ← √3 * 追一追: 問 =⑪B
= 23 t 3
= 3 √3
m

(2 ) x
-
6 x- 16 = 0

⇐ (x t 2 )(x - 8 ) = 0

: x = - 2
,
8

mm



(3) 5 ∠ oa < 7 を 2 乗 して
a = 5 → 6a = 30

25 c 6 a < 49
a = 6 → Oa = 36

a = 7 → 6 a = 42
よ, て

a

= 5 ,
6

. 7
,
8

mm a = 8 → 6a =48

(4 )

① a の 範囲 が 一 2 < a ≤ の2

とき
。

Y の 変域 は

e
- 4 ≡ y ≡ b

となるため 問題文 と

一致 しない
⑦い"!"

、* "*し

よって A はより 大きい2

② 2 < a α とき
- 16 ≡ ≤by

となるためには a = 4
.

よって
- 2 ≡ x ≡ 4 のとき - 16 ≡ym

mn

よって
a = -

4

,bmmmm



( 5 )

おうぎ 形 の 面積 = 5 × 5 × π×
凹
360

半径 ×半径 ×π×
= 10 π cm'
m

( 6 )
F

.̂

X
'8 ③

…
…い

B
す
.

.

の ① 点 Aを 通 り直線 l に 垂直 な 線 を 作国 する

③ 線分 A B の 垂迫 =等分線 を作国 する

③ のと ② の 交点 が 求 める 円 の 中心 θ
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( ( ) 点 A は Y = Ax 上 にあり

x

=- 4
.

y = 4 なので
4 = ax [- 4 )

2

∴ . 16a = 4 ⇒
( 2) 点 B は Y = 出 x 工 にあり x = 2 なので

Y = 出 × 22

= 1 : BC )
m
～

2
.

1

直線 AB の 式 を Y = mx τ n とおくと 1次関数
では傾 き = 変化 の 割合 なので

m =

Y の 増加量
x の 増加量

ニ … A → B の 変化 の 割合
- 4

2 - (- 4 )

= - ±

ょ
, て

Y = - Ix t n で B ( 21 ) を 通 るので

に - ±× 2 th ⇒ n = 2

よって

y= - まx
～



( 3 )

①
Y = 出x 2

(- 2 , 3 )

.
…

…
…

… 3

⑩罨 ( - 2 , 2 )

↓
5 = -1 x + 2

.

…

ー 2( り
⑪ … …い

:
2

国形 D は y = - 1 xt 2 が上 で y = # x が 下 である
。

x == 2 のとき

y = # x
=

# × ( -2 ) 2
=
1

Y= - 1 x + 2 = - 主 × ( _- 2 ) + 2 = 3

よって 国形 D に 含 まれる 点 のうちx = - 2 で

Y 座標
～～

が整数 となるのは
( - 2

,

1 )
.
( . 2 ,

2 )
.

( - 2
,

3 )

の 3 個である
。

mm



②
国図形 D の 中

で

x
.
, Yがともに

A 」 左国 のように ( ∞ )

12個 ある
。.図………………s : ind 整数 となるのは

ぱ

1 1

- 4 - 3 -
.
0

1

2

7 x

したがって 国形 D を Y = 1 x tb で 2 つに 分 けたとき

x
. はがともに 整数 となる 点 が 6 個 ずつになれば 良 い

y : 29 x t b は
傾
きが ① より大 きいため 。

右 上 がりの

グラフとなるから 6個 の 点 は 上国 のように O C で

分 ける 必要 がある 。

したがって
,

y = & x th の 迫線 は x= いにおいい
～～

Y の 値 がより 大 きく 2 より 小さ 範囲 を 通 る
ayezとなる 。

y = 29 xtb において x = 1 α とき

y =
- 29 tb

なので



I K

-
2
tb c 2

となる b が 整数 であることに 注意 すると
,
これを

みたす b は b = 6 のみである
。

* b = 6 のとき -

Ʃ
ib = - ② t 6 =⇒

よって b = 6
～

[]
( )

① A → B → C → D → E → A → B

よ 。
て

, 6 回 カ ー ドを 移動 させたとき 一番上 に

なるカ ードのアルファベットは B である
m

② 大小 2 つのさいこ 3 を 同 時 に 投 げたときの
、

出 る 目 の 場合 の 数は 6 × 6 = 36通 り
～～

出 る 目 の 和 の 最小 はけ 1 = 2
.
最大 は 6 + 6 = 12

なので 、 カ ー ドは 2 回 ～ 12 回移動 できる

A B CD E AB C D E A BCC

～
12回

よって
,

1 番上のカ ー ドが C になるにはさ ∵ 3 の 目 の

和 が 2
.

7
,

12 のいずれかになれば 良 い



⑦ 和 が 2 のとき

大
,

小 )し = ( 1 ) ⇒ 1 通 り
～

⑨ 和 が 7 のとき

( 大
,

小 ) = ( 1
,
6 )

,

( 2
,

5 )
,

( 3
,
4 )

,

( 4 .
3 )

,

(5
,

2 )
.

( 6
,

1 ) ⇒ 6通り
～

⑨ 和 が 1 2 のとき

( 大
,

小 ) = ( 6
.

6 ) ⇒ 1 通 り
～

よって C が 一番 上 となるさころの 目 の 出方 は
1 + 6 t 1 = 8 通 り
～

したがって 求 める 確率 は

話。 え
(2 )

①
; ミ→
四分位範囲

産 罨
① 邰

9 月 の 四分位範囲=



②

{ 弟
3 四分位数

9 日 の 第 3 四分位数は 14 本 であるため ,
15 本以上

m～

( ア )

成功 した 部員 の 割合 は 25 %以下 である
。

9⑩ 下位デー タ 上位 デ ー タ

000000000000000… …
…*～

全データの 25%
.

= 14本以上

第 3 四分位数 = 14本
(人 )

3 月 の 中 央値 は 15 本 であるため
,

15 本以上成功 した

部員 の 割合 は 50% 以上 である

上位デ ー タ

sorrooooo-
ooo…

…

…
… の 50 % = 15本以

中央値 = 15本

ゆえに 9 日 に 比 べ 3 月 は 目標 を 達成 した 部員 の

割合が 増 えたと 判断できる
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ア : 仮定 ⑤ よりゲ ー トを 通過する 人数は1 分 あたり

5 人 なので 30 分間 では
5 × 30 = 150hmm

イ : 仮定 ③ より 1 分間 当 たり 12 人 ずっ 増 えるので

60 分 間 では
12 × 60 = 1720 人

以降 は 新 たに 列 に 並 ばない 。

仮定② より 最初 に 45 人並 んでいたので 入場 を

開始 してから 完了 するまでのゲ ー トを 通過 する 人数 は
720 t 45 = 1765

人m

ウ : 3 つのゲー トを 通過できるようになるのは
定④ より 13 時 45 分 からである 。

アより 13 時 15 分 ～ 13 時 45 分 まで 150 人 が通過
するので , 3 つのゲ ー トを通過する人数 は

765 - 150 = 615 人
mm



工 仮定 ⑤ よりゲー トを通過する 人数は 1 分あたりつつの
5 人 なので 3 つのゲ ー トでは 1 分 あたり 15 人 である

。

3 つのゲ ー トを通過 する 人数はウより 615 人 なので
全員 が通過 しおわる 時間 は

615 ÷ 15 = 41 分

よって 13 時45 分 から 41分後 は 14 時 26 分である
～mmmm

( 2 ) 通過 できるゲ ー トを 1 つから 3 つに 変更 する

時刻 を 13 時 x 分 とする
。

13 時 15 分 から 13時 x 分 までは 1つのゲ ー トを

使用 し 1分 あたり 5 人 が 通過 するのでこの 間 に

通過 する 人数 は

5 (x - 15 )
.

ー の①

である
。

一方 13時 x 分 から 14 時 20 分 までは 3 つの

ゲー トを 通過でき 3 つのゲ ー ト 合計 で 1 分 あたり

15 人 が通過 するのでこの 間 に 通過する 人数は
15 ( 60 - x + 20 )人ー②

13時 x 分 から 14時 まで 60 - x 分と
① と ② の 合計 が (いイより 765 人 なので

5 (x - 15 ) + 15 ( 60 - x + 20 ) = 765

5 x- 175 × 900 - 15x t 300 = 765

- 1Ox = - 360 ⇒ x = 36

よって 、 求 める 時刻 は 13 時 36 分
m
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し ) 体積 = 4 × 4 ×π⑩
～

半径 ×半径 ×π×高容器× の

= 160 T π cm
～～

( 2 )

① : 次 のピニク 部分 の体積 は

4 × 4 × π × 4 = cm364π
球 の 体積 は

告飛手径) 。 “ π cms

率
5 、 7 . 水n体啓π= 号

π

04 愛
π cns

\

～～

左国 のように 補助線 を引 く
。②

球 の 半径 より

DE = EF = 3 cm
A PB

よて
V F CD = CF - DF……

…
…彡 E

3

⑦

3
= 8 - 6

T

2 = 2 cm
-PG

2

.
したがて点 D は AG 上 にある

。

H ⑧



O DE G で 三平方 の 定理 より

DG =√ 52 - 32 2s: To = 4

= 4

よって 水面 の 高 さは
ADT DG + GH = 3 + 4 t 2 = 9cmm

また 2

cmと 3 cmの 球 を 入 れたときの 水 の 体積はは

4 × 4 ×π× 9 - ( 4 π× 23 t ⑤π× 33 )
= 144 -③ π + 08 π )

=

432 -

32 - 108
π

3

cm
3凹

2 cm の 球 だけが 入ってるときの 水 の 体積 は ①

より π cm3なので 追加 した 水 の 体積 は

π -
号π π

= 44 Thcmmm
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( )

OGFH C OE CH に

おいて

対頂角 は 等 しいので
∠ GHF = LEHC ー①

正三角形 の 1 つの 内角 は

60
”

なので
∠ BAC =∠ ECH = 600

ー②

点 F は DE を 折 り 目 として
、

点 A が 移った 点 なので
∠ BAC = LGFH 一 ③
②

.

③ より

∠ GFH = LECH ー ④
① . ④ より2 組 の 角 がそれぞれ 等 しの

OGFH SOECH (証明終わり )



( 2 )

の①
DE で 折 り 返 してるので

AE = EF = 11 cm八 よって
リ ィ 6 EC = AC - AE

= 16 11 = 5 cm

↑ ( ) より □ GFH ∞ LECH

7 5 なので 対応 する辺 の 比 は
e光

8
ノ 等 しから

ー

4

: = FH :CHTFGCE

よって
: 5 = 1 : 2 ⇒ 2 = 5 : = 5m

～

FGFCFG

②
ODBG と OHFG
において

対頂角 は 等 しいので
∠ BGD =∠ FGH

ー ①

正 三角形 の 1 つの 内角
は 60

” なので

LDBG =∠ HFG = 600

ー ②



①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
O DBG ∞ 0 HFG ③

( 1 ) より OGFH ∞ OECH
なので 対応 する 辺 の 比

は 等 しいから

GH : EH = FH-π な

: . GH :7 = に 2

7

一^

5
;

2 GH =7 ⇒ GH =

z
7
cm

ー

吾 ーで 、; 1
ー ノ

5
ノ

8
ー
4

.エ

よて

BG = BC - GH - HC
9

= 16 - 7 .
8 =
-

cm
2
mm

③ より 対応 する 辺の 比は 等 しいから
DB : HF = BG : FE
～ m

5
4 Ʃ Ʃ

∴ DB : 4 = 9 = 5

D B =365 ⇒ DB = cm～
～

ここで AD = AB - DB より

AD = 16 - = 紫 cm



DF は 折 り 返 しなので
、

AD = DF =

5 cm

～～～

44

以上 より

DB : DF = : 紫
= 36 = 44

= 9 : 1
mum


